
【
服
部
】
国
民
健
康
保
険
の
「
都
道

府
県
化
」
に
伴
っ
て
、
愛
知
県
か
ら

求
め
ら
れ
る
「
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
」
は
、
一
人
当
た
り
ど
れ

だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
一
人
当
た
り
の

納
付
金
は
、
２
０
２
１
年
度
１
３
万

５
６
０
５
円
、
２
２
年
度
１
４
万
２

９
５
６
円
、
２
３
年
度
１
５
万
４
６

７
８
円
、
２
４
年
度
１
６
万
３
８
９

１
円
、
２
５
年
度
１
６
万
６
２
９
４

円
と
な
っ
て
い
る
。

【
服
部
】
５
年
間
で
３
万
円
以
上
引

き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

【
服
部
】
国
民
健
康
保
険
制
度
は

「
助
け
合
い
の
制
度
」
だ
と
い
う
の

は
誤
り
で
す
。
本
来
は
社
会
保
障
制

度
の
一
環
で
あ
り
、
国
が
責
任
を
持

ち
、
県
が
健
全
運
営
の
指
導
を
行
う

べ
き
も
の
で
す
。
ま
た
、
一
部
に

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
を
国
保
の

負
担
軽
減
に
使
う
こ
と
は
不
公
平
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
世
代

間
の
対
立
を
あ
お
る
も
の
で
、
こ
れ

も
誤
り
で
す
。
「
年
収
４
０
０
万
円
、

40
歳
以
上
65
歳
未
満
、
子
ど
も
は
2

人
の
4
人
世
帯
で
、
国
保
税
は
４
０

万
８
５
０
０
円
」
同
じ
年
収
４
０
０

万
円
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
協
会
け
ん

ぽ
は
２
３
万
７
０
４
８
円
。
国
保
は

実
に
１
・
７
２
倍
で
す
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
国
民
健
康
保
険

制
度
は
、
収
入
に
応
じ
て
加
入
者
が

お
金
を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
時

に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
「
相
互
扶
助
」
を
目
的
す
る
も

の
。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金

を
国
民
健
康
保
険
の
負
担
軽
減
に
使

う
こ
と
は
不
公
平
だ
と
い
わ
れ
な
い

た
め
に
も
、
ま
ず
は
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
中
で
収
支
が
均
衡
す
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
服
部
】
国
保
税
を
引
き
上
げ
し
な

い
た
め
に
も
、
一
般
会
計
や
基
金
か

ら
の
繰
入
が
不
可
欠
で
す
。
次
年
度

基
金
繰
入
金
1
億
５
千
万
円
、
前
年

度
に
比
べ
1
億
７
千
万
円
以
上
減
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
３
億
円
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
半
額
を
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
。

本
来
な
ら
税
率
等
の
見
直
し
に
よ
り

不
足
分
を
補
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、

急
激
な
負
担
増
を
抑
え
る
た
め
、
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
る
。
そ
の
結
果
、

基
金
の
残
額
全
て
を
繰
り
入
れ
た
令

和
６
年
度
と
比
較
し
て
減
額
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
2
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
、
年
々
引
き
上
が
っ

て
お
り
、
２
４
年
度
か
ら
２
５
年
度

の
一
人
当
た
り
年
間
保
険
料
は
、
22

～
23
年
度
と
比
べ
て
も
1
万
円
以
上

値
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
な
ど
長
期
の
治
療
を
受
け
、

高
額
な
医
療
費
を
負
う
患
者
・
家
族

に
と
っ
て
、
高
額
療
養
費
制
度
は

「
ま
さ
に
命
綱
」
で
す
。
政
府
は
限

度
額
引
き
上
げ
を
「
据
え
置
く
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
引
き
下
げ

が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
点
で
稲
沢
市
の
姿
勢
を

正
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
県
や
国

に
責
任
を
転
嫁
す
る
答
弁
で
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
も
質
問
。

国
保
に
お
け
る
利
用
率
は
上
が
っ
て

き
て
い
る
も
の
の
、
３
分
の
１
程
度

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
利
用
し
ず
ら
い
か

ら
上
が
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
な
ら

ば
現
行
保
険
証
を
残
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
最
新
の
薬

の
情
報
が
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
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稲
沢
市
の
３
月
議
会
が
始
ま
り
、
３
月
１
０
日
か
ら
１
２
日
ま
で
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
服
部
俊
夫
議
員
は
１
１
日
、
①

国
民
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
②
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
③
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
民
間
資
金
等
活
用
事
業
）
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

県
納
付
金
５
年
で
３
万
円
増

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
反
対

物
価
高
騰
対
策
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
等
活
用
）
も
追
及

稲
沢
市
３
月
議
会
一
般
質
問

公
共
施
設
の
運
営
等
を
民
間
に
ゆ
だ
ね

る
改
定
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
（
民
間
資
金
等
活
用
に

よ
る
社
会
資
本
整
備
法
）
が
作
ら
れ
ま
し

た
が
、
稲
沢
公
園
の
整
備
に
あ
た
っ
て

「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
は
、
「
儲
か
る
公
園
」

「
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
つ
な
が
る

も
の
で
す
。
民
間
業
者
が
、
公
園
管
理
に

よ
る
収
益
を
増
や
そ
う
と
す
れ
ば
、
毎
年

の
剪
定
経
費
を
節
約
す
る
た
め
に
樹
木
を

伐
採
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
し
、
カ
フ
ェ

等
の
収
益
施
設
を
建
て
て
収
入
を
増
や
そ

う
と
し
ま
す
。
公
園
に
は
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
場
や
心
身
の
ス
ト
レ
ス
解
消
、
環
境

や
景
観
の
保
全
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と

な
る
な
ど
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
稲

沢
で
の
計
画
を
聞
き
ま
し
た
。

【
ま
ち
づ
く
り
部
長
】
現
時
点
で
、
パ
ー

ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
計
画
は
な
い
。

稲
沢
公
園
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【
ま
ち
づ
く
り
部
長
】
昨
年
１
２
月
か
ら

１
月
ま
で
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
で
は
、
９
名
の
方
か
ら
３
２
件
の
様
々

な
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト

や
遊
び
、
ス
テ
ー
ジ
や
遊
具
な
ど
の
設
置

要
望
、
隣
接
す
る
美
術
館
と
の
調
和
や
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を
望
む
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
の
被
爆
ア
オ
ギ
リ
の
植
栽
ス

ペ
ー
ス
確
保
も
明
ら
か
に
。
そ
の
ほ
か
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

や
指
定
管
理
者
制
度
に
反
対
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
反
対

稲
沢
公
園
に
被
爆
ア
オ
ギ
リ

高
齢
者
医
療
・
高
額
療
養
費

県
・
国
に
責
任
を
転
嫁

物
価
高
騰
対
策
で
非
課
税
世
帯
３
万

円
、
子
ど
も
１
人
２
万
円
の
支
援
事
業

が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
実
績
は
「
８
，

４
０
４
世
帯
に
通
知
文
を
発
送
。
初
回

支
給
を
３
月
２
８
日
に
予
定
し
て
い
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

い
な
Ｐ
Ａ
Ｙ
商
品

券
の
発
行
は
ど
れ
だ

け
の
効
果
が
あ
る
か
疑
問
で
す
。
本
当

に
困
っ
て
い
る
中
小
業
者
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
直
接
支
援
、
水
道
料
金
の
引

き
下
げ
な
ど
、
よ
り
効
果
が
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
質
問
。
「
前
回
と
同
様
、

１
万
円
で
１
万
３
千
円
分
の
商
品
券
。

今
回
の
総
額
３
億
９
千
万
円
で
、
約
１

億
４
千
万
円
の
消
費
拡
大
が
算
出
さ
れ

る
。
ま
た
、
５
千
円
分
は
小
規
模
店
で

の
使
用
に
限
定
し
て
い
る
」
。

学
校
給
食
で
は
、
中

学
校
を
無
料
に
、
小
学

校
は
半
額
と
し
て
い
ま

す
。
市
長
は
「
ま
ず
は
中
学
校
か
ら
実

施
、
小
学
校
は
、
国
が
２
６
年
度
か
ら

無
償
化
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る

の
で
、
国
の
動
向
に
合
わ
せ
て
無
償
化

進
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
民
生
活
重
視
の
物
価
対
策
を

協
会
け
ん
ぽ
の
１
・
７
倍

基
金
か
ら
１
億
５
千
万
円

前
年
の
半
額
以
下
に
減
額

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
は
３
分
の
１

薬
の
最
新
情
報
反
映
さ
れ
ず


